
2 ) アユのグルゲア症の高水温による防除効果

高橋誓

[目的]アユのグルゲア症の発症は水温依存である事が知られており、 18・C以上になる

と症状が急速に進行し大きな被害となる。一方では、琵琶湖中のコアユでの発症を認めな

い事や、琵琶湖水を用水とする養魚場で大量発生の被害がない事、ウナギのベコ病が高水

温飼育で発生しない事等の事例がある。そこで各種水温域における寄生体(但旦盟主足並旦

足笠tl)の発育状況やグルゲア症の発症等を再検討し、本症の防除法の資とする。

[方法](1)グルゲア症の発症抑制の水温実験(1992'5. 21-7. 2) 

グルゲア施子懸濁生理食塩液を皮下注入して人為感染をさせたアユを19、24、28・Cで約
40日間飼育しその発症率を調査した。また、 19、2(、 280Cの水温の組み合わせ飼育を実施

し、グルゲアの発育段階に水温がどのように影響するかを実験した。

(2)発症抑制に必要な高水温処理期間実験(1992'7. 29-10.14) 

グルゲア胞子懸濁液を固型アユ飼料に添加後、直ちに給飼 (1日2回、 2日間)し、人為

感染を行った。実験区は感染後10日目と 21日目より、 280Cの水温で1、2、4、8、16日間飼

育する 10試験区と 260Cの水温で16日間飼育する 2試験区を設定した。高水温処理以外は19

℃で飼育、発症の有無の調査は水温処理後、 30日目と40白目に実施し発症率を求めた。

[結果](1)グルゲア症の発症抑制の水温実験

190C区(18.8-19.80Cで42日間飼育)の発症率 87.5%に対し2(OC区 (23.1-24.80C、4

1日間飼育)は 72.4%、280C区 (27.2-28.50C、41日間飼育)は6.3%であり、 28・C区の発症
が抑制された。しかし280Cの水温に16日間飼育した区は36.7%、また感染後16日間 19"Cの

水温で飼育した後28"cの水温処理を25日間行った区は 52.6%となり、高水温処理による抑

制には、寄生体の発育段階とのタイミングが重要である事が示唆された。

( 2)発症抑制に必要な高水温処理期間実験

無処理感染区の発症率は 53.5%であった。感染 10日目より 1、2、4、8、16日間高水温

(27.9-28.20C)で処理した区は 44.9，50.0、54.0，34.7、14.0%となった。 25.5-26.30C、

16日間処理区は63.0%であった。感染21日目より1、2、4、8、16日間高水温 (27.9-28.10C)

で処理した区は、 30.0、22.016.7、16.3，14.3%となった。また、感染21日目より 25.7-26.2

OC 16日間処理した区は22.9%であった。この実験に供したアユの自然感染率 23.2誌を考慮す

ると、感染後 10日目より 16日間、 21日後より 2日以上の280Cと、 16日聞の260Cでの水温処

理により防除効果が期待される。その一方で防除効果が100%にならない事は、寄生体が一

定の発育段階を越えた場合(例えばグルゲアシストの段階)には高水温処理の効果はない

事を示唆している。
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グルゲ 7症申書症抑制。水量実量

試 験 区 試世結果

轟染方法 調査 直下届象 .染魚

実瞳方法 巨分 水温穂困 処理掴圃 調査日 尾敏 魚量生(耳障】 11(率〉 平均体重

S月21日直下注入法で人込畢 ℃ ℃ 日開 (，，) (，‘〉 z 
農を実纏した後、各量JJ:18:(19、 19 18.8-19ーE " 7/2 24 19 (19.2) 21 (11.5) 1'.1 
目、四'C)にわけ量E処理を実施
したo 16日後に28'C臣を2分 24 23.1.....24.ー 41 7/1 58 29 (5・.0) 42 (72.4) 13.5 

し、一方砿28'C区で纏畠錫育し
もう 方は、 19'C区で飼育した. 21 21.2-28.5 41 1/1 4・。1'.') 3 (&.3) 21.1 
注入胞子信 28-11 1:7.2-28.5 16 1/2 .. 3 (10.0) 11 (31.η 2・2
1. 83 x 1 0・個/尾 11.0-19.8 " 
5月21日皮下註人法で人lIl!l 19-28 18.11-11.3 1・ 7/1 19 ー(31.6) 10 (52.S) 11.1 

染を実庫した後、 19'Cの組下水 21.3-28.1 2s 
で1.日間関ー耳障抽で飼育した
後、各量JJ:18:にわけ、それぞれの 19-24 18.8-19.3 16 1/1 15 13 (86.η15 (100) '・ 1水量処理を実施した. 23.1-24.2 25 

注入胞子教 11.....11 18.8-19.3 16 1/2 11 14 (82.41 1T (100) 15.1 
1. 83xl0・個/尾 11.0-18.ー " 
量邑!I! 対照 11.8-11.8 .. '/3・ 35 111・1 21U) 1・・
ι試瞳掴聞 1992年5月21日-7月2日 Z 調査目 7/2 調査目 7月2日

グルゲ7症白書症抑制8高水量担里親圏実量

試険医 処理後30日目の調査結果 処理後.0日自の調査結果 結果

.染方法 温度処理 処理温度 処理 処理期聞の 調査 揖染魚 調査 .畢晶 調査 .染魚

試圃方法 開始時 匡分 期間 水量'C ' 調査日 a尾11 貴重(率} 調査日 '且量 111寧} 属政敵(事)

7月29日30日 27. 9~~28. 9 '/1 .. 18 (26.7) '/1・19 4 (21.1) 4t 22 (44.9) 

グルゲア胞子畢濁漉 感染聞始 27.9-28.0 自/12 • 30 151目的 9/11 16 8 (50・} '8 2! (50.0) 

(2.SXl・7個/CC) より 28'C 21.9-28.2 1/12 • :J1 19 (61.3) '/21 19 1(42.1) 5・27(54.目}
IDccをタランプルに 10日後 21. I-za.Z 9/15 31 12 (38.1) 9/25 1・5 {27.8} 49 17 (34.7) 

しみこませ、鈴鏑し
1・27.9-28.2 9/23 3・8 (20.0) 10/3 2・I (s.O) 5・111札制

て.l告させた.鎗鋸 自℃ 16 25.5-28.3 9/23 21 17 (13.0) 27 17 (13.0) 

信日に2回計4回実 21.9-28.11 9/19 .. 11 (36.71 '1四 " 412・..) 50 15 (30.0) 

IIIした.その後詰圃 極集聞鎗 n.'-28.1 9/20 .. ー(20.0) '/29 • 20 5 (25・} 5・11(22.0) 
植で飼育し各々の条 より 2・t 21.8-21.1 1!:l2 .. 5 (15.7) 10/2 1・3 (1Ii.7l 4・8 (16.7) 
件にそって昌融匿を 21日後 21.B-28.1 9/21 3・8 (20.0) 10/5 4 19 2 (10.5) 

‘' 
8 (11.3) 

量定した. 16 21.1-21.1 10/3 4 31 4 (12.9) 10/14 25 4 (11.0) 5. 8 (14.3) 

2I'C 1・25.1-26.2 10/3 4 35 8 (22.1) 35 1(22.9) 

温度処理鍵し〈睡染コントロル〉 a 
8/2・5. 25 (50.0) ./12.21 51 四 15'.') 101 54 (53.5) 

画融園田:田・ 1.29-10.14 a 調査自由18，調査B 9}j 8日
置鹿島理掴聞以外車びコントロールの水温:19. 5-11. 9"C 4 量E処理後30日Eは'0日にはなq ていない掴査日
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